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肥塚 侾司 神父

「
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
は
、

新
し
い
革
袋
に
入
れ
る
も
の
だ
」

（
マ
ル
コ
二
・
二
十
二
）

広
島
教
区
管
理
者　

肥
塚 

侾た
か
し司 

神
父

　

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

神
が
こ
の
一
年
わ
た
し
た
ち

に
注
い
で
く
だ
さ
る
新
し
い
ぶ

ど
う
酒
（
祝
福
と
恵
み
）
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
る
新
し

い
革
袋
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

わ
た
し
た
ち
を
新
し
く
し
て

く
だ
さ
る
の
も
神
の
大
き
な
働

き
で
す
。

　

「
新
し
い
契
約
」
と
い
う
言

葉
が
旧
約
聖
書
に
出
て
く
る

の
は
エ
レ
ミ
ヤ
書
三
十
一
章

三
十
一
節
だ
け
で
す
。

　

続
い
て
「
わ
た
し
の
律
法
を

彼
ら
の
胸
の
中
に
授
け
、
彼
ら

の
心
に
そ
れ
を
記
す
」
（
エ
レ

ミ
ヤ
三
十
一
章
三
十
三
節
）
と

あ
り
ま
す
。
古
い
シ
ナ
イ
契
約

は
「
石
の
板
」
に
刻
ま
れ
ま
し

た
が
、
新
し
い
契
約
は
「
胸
の

中
に
・
・
・
心
に
」
記
さ
れ
ま

す
。

　

預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
も
告
げ

て
い
ま
す
。
「
わ
た
し
は
お
前

た
ち
に
新
し
い
心
を
与
え
、
新

し
い
霊
を
置
く
」
（
エ
ゼ
キ
エ

ル
三
十
六
章
二
十
六
節
）

　

新
し
い
年
の
初
め
に
、
先
ず

第
一
に
、
神
が
わ
た
し
た
ち
の

心
を
新
し
い
革
袋
に
変
え
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
、
祈
り
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
二
〇
一
五
年
に
、
広
島

教
区
が
取
り
組
ん
で
い
く
主
な

課
題
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

①
「
平
和
年
」

（
二
〇
一
四
年
八
月
六
日
～

二
〇
一
五
年
八
月
六
日
）

　

「
広
島
・
長
崎
か
ら
、
人
類

は
何
も
学
ん
で
い
な
い
」
と
、

昨
年
十
一
月
三
十
日
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
皇
は
、
ト
ル
コ
訪
問

か
ら
の
帰
路
、
機
中
の
記
者
会

見
で
語
り
ま
し
た
。

　

核
心
を
つ
い
た
厳
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

　

今
年
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
・
太
平
洋
戦
争
終
結
と
広

島
・
長
崎
の
原
子
爆
弾
投
下
の

悲
劇
を
人
類
が
体
験
し
て
か
ら

七
十
周
年
の
年
で
す
。

　

教
皇
は
、
核
兵
器
に
つ
い
て

「
神
は
、
無
知
な
私
た
ち
人
類

に
創
造
力
を
授
け
た
。
人
類
の

文
明
は
、
有
益
に
使
え
る
原
子

力
に
ま
で
至
っ
た
。
し
か
し
人

類
は
そ
れ
を
、
人
類
を
殺
す
た

め
に
使
っ
た
」
と
一
九
四
五
年

の
原
爆
投
下
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
も
尚
、
人
類

が
核
兵
器
を
「
抑
止
力
」
と
し

て
製
造
・
保
持
し
続
け
る
現
状

を
「
そ
ん
な
文
明
は
、
新
た
な

『
無
知
』
だ
。
『
終
末
的
』
と

呼
ぶ
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
「
も

し
終
末
的
な
こ
と
が
起
き
れ

ば
、
人
類
は
再
び
一
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広
島
と

長
崎
が
そ
う
し
た
よ
う
に
」
と

強
く
警
告
を
発
し
ま
し
た
。

　

「
平
和
の
巡
礼
者
」
と
自
ら

を
意
識
し
、
一
九
八
一
年
二
月

二
十
五
日
に
広
島
平
和
記
念
公

園
と
世
界
平
和
記
念
聖
堂
を
訪

問
さ
れ
た
当
時
の
教
皇
、
聖
ヨ

ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
「
広

島
を
考
え
る
こ
と
は
、
核
戦
争

を
拒
否
す
る
こ
と
で
す
。
広
島

を
考
え
る
こ
と
は
、
平
和
に
対

し
て
責
任
を
と
る
こ
と
で
す
」

と
熱
く
語
り
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

被
爆
都
市
広
島
に
「
司
教
座

聖
堂
・
世
界
平
和
記
念
聖
堂
」

を
抱
い
て
い
る
広
島
教
区
は
、

二
人
の
教
皇
の
呼
び
か
け
を
新

た
に
心
に
刻
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

「
平
和
の
使
徒
」
に
な
る
こ

と
を
、
広
島
教
区
固
有
の
召
命

と
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ

し
、
今
年
の
「
平
和
年
」
が
実

り
豊
か
な
年
に
な
る
よ
う
に
、

日
々
祈
り
、
働
き
ま
し
ょ
う
。

※
「
朝
日
新
聞
」
十
二
月
二
日

号
参
照

②
津
和
野
殉
教
者
列
聖
運
動

　

二
〇
一
三
年
五
月
三
日
、
津

和
野
乙
女
峠
ま
つ
り
の
ミ
サ
の

中
で
、
前
広
島
教
区
長
前
田
万

葉
大
司
教
は
、
津
和
野
の
殉
教

者
た
ち
の
列
聖
運
動
を
始
め
る

と
正
式
に
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
信
徒
発
見
百
五
十
周
年

の
今
年
、
広
島
教
区
の
列
聖
運

動
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
も
っ
と
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
と

協
力
を
大
き
く
広
め
て
い
く
た

め
に
、
広
島
と
長
崎
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

● 

広
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
月
十
二
日
（
月
・
祝
）

時
間
：
十
三
時
～
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・
十
五
時
～
ミ
サ

場
所
：
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽

大
学
・
セ
シ
リ
ア
ホ
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
前
田
万
葉
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大
阪
大
司
教
／
平
林
冬
樹

神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
／
ド

メ
ニ
コ
・
ヴ
ィ
タ
リ
神
父

（
幟
町
教
会
主
任
）

● 
長
崎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

三
月
八
日
（
日
）

時
間
：
十
六
時
～

場
所
：
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
髙
見
三
明

長
崎
大
司
教
／
前
田
万
葉

大
阪
大
司
教
／
平
林
冬
樹

神
父
／
野
口
勝
利
（
浦
上
教

会
歴
史
委
員
会
委
員
）

　

ま
た
、
広
島
教
区
民
の
列
聖

運
動
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
一
月
十
二
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
日
か
ら
、
五
月
三
日
の

津
和
野
乙
女
峠
ま
つ
り
の
日
ま

で
、
乙
女
峠
殉
教
碑
レ
リ
ー
フ

を
広
島
教
区
内
を
リ
レ
ー
で
つ

な
ぎ
、
祈
り
の
輪
を
広
げ
、
列

聖
運
動
を
盛
り
あ
げ
ま
す
。

③
「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

―
―
広
島
教
区
創
立
百
周
年

（
二
〇
二
三
年
）
に
む
け
て
の

テ
ー
マ
―
―

　

三
年
を
か
け
て
「
家
庭
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
で
い
く
第
一
年
目
が
終

り
、
第
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

「
わ
た
し
の
『
家
庭
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
』
と
し
て
、
わ
た

し
は
○
○
を
し
ま
す
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
、
個
人
・
グ

ル
ー
プ
・
小
教
区
・
地
区
・

教
区
で
進
め
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
停
滞

し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。

　

「
家
庭
・
家
族
」
と
い
う

テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
広
範
囲

な
領
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
と
も
な
う
曖
昧
さ
、

多
様
さ
、
複
雑
さ
の
た
め

に
、
焦
点
を
絞
る
困
難
さ
に

も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
「
家
庭
・
家
族
」
は
教
会

共
同
体
の
基
本
単
位
で
あ
る

こ
と
、「
信
仰
継
承
」、「
単

身
生
活
者
」、「
高
齢
者
」、「
多
文

化
共
生
」
な
ど
を
軸
に
こ
れ
か
ら

の
実
り
あ
る
展
開
へ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

今
、
広
島
教
区
は
、
前
田
大
司

教
の
大
阪
大
司
教
着
座
に
と
も
な

い
、
司
教
座
空
位
の
時
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

神
が
、
広
島
教
区
へ
「
善
い
牧

者
」
を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
、
心
を
一
つ
に
し
て
祈
り
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
広
島
教
区
名
誉
司
教
三

末
篤
實
司
教
様
は
、
翠
町
教
会

で
、
司
牧
活
動
に
い
そ
し
み
な
が

ら
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
活

を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

【
二
〇
一
四
年
度
（
第
一
回
）
広

島
司
教
区
宣
教
司
牧
連
絡
会
開

催
】

　

昨
年
十
二
月
十
四
日
、

二
〇
一
四
年
度
第
一
回
広
島
司
教

区
宣
教
司
牧
連
絡
会
（
以
下
、
教

区
連
絡
会
）
が
、
幟
町
教
会
マ
リ

ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
司

祭
、
修
道
者
、
信
徒
の
二
十
四
人

が
出
席
し
た
。

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

　

本
来
、
二
〇
一
四
年
度
第
二

回
広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
の
時
期
で

あ
る
が
、
九
月
二
十
三
日
、
前

田
大
司
教
が
大
阪
大
司
教
に
就

任
さ
れ
た
た
め
、
広
島
教
区
長

が
不
在
と
な
り
、
こ
の
間
の
教

区
宣
教
司
牧
評
議
会
は
開
催
で

き
な
い
た
め
で
あ
る
。
（
教
会

法
五
百
十
三
条
）

　

そ
こ
で
教
区
管
理
者
で
あ
る

肥
塚
神
父
、
平
和
の
使
徒
推
進

本
部
の
主
催
に
よ
り
教
区
連
絡

会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
た
。

　

議
題
は
ま
ず
、
司
教
座
空
位

の
状
況
の
中
、
継
続
し
て
行
わ

れ
る
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
た
。

《
津
和
野
乙
女
峠
殉
教
者
列
聖

運
動
》

●
日
本
国
内
の
浸
透
が
薄
く

「
な
ぜ
津
和
野
だ
け
な
の

か
？
」
と
の
疑
問
も
あ
る

中
、
広
島
教
区
が
こ
の
列

聖
運
動
を
始
め
た
意
図
や

め
ざ
し
て
い
る
こ
と
の
理

解
と
協
力
を
願
っ
て
、
広

島
で
、
続
い
て
長
崎
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
長

崎
で
は
、
津
和
野
殉
教
者

の
た
め
の
展
示
会
を
開
催

す
る
。

●
列
聖
運
動
の
機
運
を
高
め

る
た
め
、
津
和
野
乙
女
峠

殉
教
者
記
念
碑
レ
リ
ー
フ

の
レ
プ
リ
カ
小
教
区
巡
回

中
。
レ
プ
リ
カ
（
二
個
）

を
作
成
し
、
一
月
十
二
日

（
広
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
「
西
回

り
」
「
東
回
り
」
の
二
つ

の
ル
ー
ト
で
、
五
月
三
日

（
乙
女
峠
祭
に
到
着
）
の

間
、
昨
年
度
の
マ
リ
ア
像

リ
レ
ー
と
同
じ
よ
う
に
各

小
教
区
を
巡
る
予
定
。

《
召
命
促
進
》

　

予
備
神
学
校
の
主
な
活
動
に

つ
い
て
。

　

予
備
神
学
校
の
テ
ー
マ
「
神

様
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
て
～

少
年
サ
ム
エ
ル
の
よ
う
に
～
」

津
和
野
殉
教
者
列
聖
運
動

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ポ
ス
タ
ー

津和野乙女峠にある殉教者記念レリーフ



( 3 ) カトリック　広　島　教　区　報 2015 年 1 月 18 日  99 号

で
、
昨
年
五
月
に
実
践
教
理
研

修
会
、
六
月
に
第
一
回
、
九
月

に
第
二
回
の
予
備
神
学
校
を
開

講
、
来
る
二
月
に
第
三
回
の
予

備
神
学
校
を
開
講
予
定
。

　

二
〇
一
五
年
度
は
年
五
回
、

開
講
予
定
。
参
加
す
る
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
司
祭
、
ス

タ
ッ
フ
お
よ
び
協
力
者
も
増
や

し
た
い
と
の
こ
と
。
教
区
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
機
会
が
あ
れ
ば

予
備
神
学
校
を
見
学
し
て
も
ら

い
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
か
を
見
て
欲
し
い
。

《
青
少
年
育
成
》

　

青
少
年
司
牧
に
関
す
る
主
な

活
動
に
つ
い
て
。

　

平
和
行
事
、
練
成
会
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

に
関
わ
っ
た
。
特
に
広
島
土
砂

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
青
年
た

ち
が
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。
来

る
三
月
に
は
広
島
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
清
心
で
中
ブ
ロ
（
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
生
大

会
）
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

　

ま
た
、
今
後
の
青
少
年
情
報

セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
や
活
動
の

活
性
化
が
課
題
と
言
え
る
。

《
教
区
共
通
カ
テ
キ
ズ
ム
の
作

成
》

　

当
初
、
前
田
大
司
教
の
意
向

は
、
教
区
民
全
員
が
こ
の
活
動

を
道
具
（
き
っ
か
け
）
と
し

て
、
ま
た
準
備
作
成
し
て
い
く

作
業
を
通
し
て
信
仰
（
信
仰
か

ら
の
奉
仕
、
信
仰
へ
の
奉
仕
）

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
ひ
と

つ
の
手
段
と
し
て
三
つ
の
カ
テ

キ
ズ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
を
提

案
さ
れ
た
。

●
専
門
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に

つ
い
て
、
司
祭
評
議
会
か

ら
、
三
つ
の
カ
テ
キ
ズ
ム

に
携
わ
っ
て
い
る
信
徒
一

名
と
司
祭
一
名
を
各
地
区

か
ら
選
び
、
肥
塚
神
父
、

服
部
神
父
を
含
め
、
全

八
名
で
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
い
と
の
提
案
が
出
さ

れ
、
本
教
区
連
絡
会
で
了

承
さ
れ
た
。

《
平
和
年
》

●
平
和
年
（
二
〇
一
四
年
八

月
六
日
～
二
〇
一
五
年
八

月
六
日
）
と
、
被
爆
後

七
十
年
（
二
〇
一
五
年
八

月
六
日
）
に
つ
い
て
、
教

区
民
に
意
識
し
て
も
ら
う

た
め
、
広
島
地
区
平
和
推

進
チ
ー
ム
の
活
動
に
つ
い

て
、
報
告
と
今
後
の
予
定

の
発
表
が
あ
っ
た
。

①
毎
月
六
日
を
「
平
和
の
日
」

と
す
る
。

②
平
和
ア
ピ
ー
ル
な
ど
、
教
区

レ
ベ
ル
の
戦
争
と
平
和
に

関
す
る
学
習
を
す
る
。

③
広
島
（
被
爆
）
だ
け
が
中

心
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

が
住
む
町
（
小
教
区
の
周

り
）
で
戦
争
と
平
和
に
関

す
る
学
習
を
す
る
。

●
教
区
「
平
和
年
」
戦
争
と
平

和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
写
真
募

集
企
画
に
つ
い
て
の
提
案

が
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
は

平
和
年
と
し
て
の
活
動
を

可
視
化
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
。
実
際
に
戦
争
と
平
和

を
記
念
す
る
場
所
に
赴
く

こ
と
で
、
戦
争
を
記
憶
し

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
紹

介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
募
集
要
項
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
案
内
が
出
さ

れ
る
予
定
。

《
奉
献
生
活
の
年
》

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

「
奉
献
生
活
の
年
」
を

二
〇
一
四
年
十
一
月
三
十
日

（
日
）
に
開
幕
し
、
二
〇
一
六

年
二
月
二
日
（
火
）
に
閉
幕
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。
現
在
、
広

島
教
区
と
し
て
の
具
体
的
な
取

り
組
み
の
予
定
は
こ
れ
か
ら
と

の
こ
と
。

　

な
お
、
山
口
島
根
地
区
修
女

連
と
し
て
は
、
細
か
い
こ
と
に

は
触
れ
ず
、
三
つ
の
柱
と
し
て

「
霊
性
を
深
め
る
」
「
地
区
内

の
修
女
連
と
修
道
会
が
互
い
に

祈
り
合
う
」
「
山
口
教
会
で
の

記
念
ミ
サ
と
講
演
会
（
八
月

三
十
一
日
）
開
催
予
定
と
し
て

今
後
具
体
化
す
る
」
を
行
っ
て

い
く
と
の
こ
と
。

《
「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

広
島
教
区
創
立
一
〇
〇
周
年
に

む
け
て
の
テ
ー
マ
》

　

教
区
全
体
で
の
動
き
に
つ
い

て
、
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
と

し
て
は
、
前
田
大
司
教
の
ご
意

向
も
踏
ま
え
、
一
年
目
に
目
標

を
立
て
、
そ
の
後
の
二
年
間
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
進
め
方

を
推
進
し
た
。

　

そ
の
中
で
一
年
目
の

二
〇
一
四
年
度
は
、
岡
山
鳥
取

地
区
か
ら
の
提
案
「
私
の
家
庭

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
私

は
○
○
を
し
ま
す
。
」
と
い
う

目
標
、
宣
言
を
基
本
と
し
て
取

り
組
ん
で
も
ら
う
方
向
性
と

し
、
今
回
の
教
区
連
絡
会
で
半

年
間
の
各
地
区
の
歩
み
を
報
告

し
て
も
ら
う
進
め
方
と
し
て
い

た
。

　

ま
た
、
山
口
島
根
地
区
と
し

て
の
理
論
的
（
具
体
的
）
な
取

り
組
み
提
案
を
基
本
と
し
て
、

「
家
庭
」
に
関
す
る
教
会
公
文

書
に
つ
い
て
の
学
習
な
ど
を
推

進
し
て
き
た
。
ガ
ウ
デ
ー
テ

（
Ｇ
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
）
発
刊
や

教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど

で
あ
る
。
そ
う
し
た
教
区
全
体

の
動
き
の
中
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
意
見
と
し

て
、
家
庭
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ

い
て
み
ん
な
で
祈
れ
る
「
祈
り

の
カ
ー
ド
」
を
作
り
、
家
庭
で

も
っ
と
祈
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
家
庭
と

い
う
テ
ー
マ
は
ま
と
め
る
こ
と

は
難
し
い
た
め
継
続
し
た
テ
ー

マ
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
の
意
見
が
出
た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に
二

時
間
半
の
教
区
連
絡
会
を
閉
会



( 4 )カトリック　広　島　教　区　報2015 年 1 月 18 日  99 号

　

過
去
六
年
間
に
わ
た
り
、

松
江
、
米
子
、
境
港
で
、｢

ロ

ザ
リ
オ
十
字
軍｣

に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨

年
の
十
一
月
三
十
日
に
、
二

人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
と
Sr

カ
ル
メ
ン
は
米
子
の
荻
神
父

様
と
と
も
に
境
港
に
向
か
っ

て
行
進
し
ま
し
た
。｢

ロ
ザ
リ

オ
十
字
軍｣
は
タ
ガ
ロ
グ
語
で

は
「Lakbay Bahay

」
で
す

が
、
家
族
で
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り

を
し
て
そ
の
家
庭
に
希
望
と
勇

気
を
与
え
る
た
め
に
祝
福
を
し

な
が
ら
、
家
か
ら
家
へ
と
聖
母

マ
リ
ア
の
ご
像
を
運
ぶ
の
で

す
。
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
長

年
行
わ
れ
て
い
る
、
マ
リ
ア
信

仰
の
美
し
い
伝
統
で
す
。
こ
こ

日
本
で
は
多
く
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
が
、
マ
リ
ア
様
を
お
迎
え
し

我
が
家
に
存
在
し
て
く
だ
さ
る

機
会
を
も
つ
こ
と
を
光
栄
に
感

じ
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
ご

主
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
な
く
、

み
ん
な
が
自
分

の
家
に
お
迎
え

で
き
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、

友
人
の
家
庭
で

一
緒
に
お
祈
り

し
て
い
ま
す
。

　

境
港
に
到
着
し
て
、
ま
ず
そ

の
家
族
の
も
と
に
一
か
月
間
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
聖
母
マ
リ
ア
を

次
の
家
族
の
も
と
へ
お
運
び
し

ま
す
。
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
は

じ
め
る
前
に
、
荻
神
父
様
は

二
十
人
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め

て
、
カ
テ
キ
ズ
ム
を
し
ま
し

た
。
十
字
架
の
し
る
し
の
し
方

や
、
基
本
的
な
お
祈
り
で
あ

る
、
主
の
祈
り
、
ア
ベ
マ
リ
ア

の
祈
り
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
ル
ル
ド
の
ア
ベ
マ
リ
ア
の

歌
も
習
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
信
仰
を
知
り
、
理

解
し
愛
し
始
め
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、

荻
神
父
様
も
一
緒
に
遊
び
に
加

わ
っ
て
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し

ま
し
た
。
別
の
部
屋
で
は
、
Sr

カ
ル
メ
ン
が
、
カ
テ
キ
ズ
ム
と

信
仰
の
形
成
の
た
め
に
お
母
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
い
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
は
待
降
節
で
、
そ
の

意
味
と
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
キ
リ
ス
ト
を
迎
え
る
た
め

に
、
日
常
生
活
の
中
で
与
え
ら

れ
る
多
く
の
出
来
事
の
中
で
ど

の
よ
う
に
準
備
を
し
た
ら
い
い

か
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

津
和
野
に
つ
い
て
の
話
と
日
本

の
殉
教
者
に
つ
い
て
も
話
し
ま

し
た
。
最
近
の
こ
と
で
す
が
、

広
島
司
教
区
は
津
和
野
の
殉
教

者
の
列
聖
の
運
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
は

じ
め
て
聞
く
こ
と
な
の
で
大
変

興
味
を
も
ち
、
五
月
の
巡
礼
に

参
加
す
る
計
画
を
し
ま
し
た
。

カ
テ
キ
ズ
ム
の
あ
と
、
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
連
で

リ
ー
ダ
ー
を
変
え
、
マ
リ
ア
様

の
歌
を
途
中
に
入
れ
な

が
ら
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈

り
を
し
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
は
、
最
後
に
マ

リ
ア
様
と
彼
女
の
息
子

に
家
庭
を
奉
献
す
る
祈

り
を
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
最
後
に
一
緒

に
な
っ
て
、
日
本
語
で

マ
リ
ア
様
の
聖
歌
を
歌

い
、
お
母
さ
ん
た
ち
は

英
語
で
歌
い
ま
し
た
。

一
緒
の
グ
ル
ー
プ
に
加

わ
っ
て
興
奮
し
た
子
ど

も
た
ち
の
幸
せ
な
顔

と
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
感
謝
に

満
ち
た
顔
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

み
ん
な
に
と
っ
て
は
じ
め
て

の
経
験
で
し
た
の
で
、
子
ど
も

た
ち
は
熱
心
に
活
発
に
参
加
し

ま
し
た
。
荻
神
父
様
は
家
を
祝

別
し
て
く
だ
さ
り
、
ひ
き
つ
づ

き
、
神
の
愛
に
よ
り
お
母
さ
ん

た
ち
が
用
意
し
た
手
作
り
の
ご

馳
走
を
食
べ
ま
し
た
。
誰
も
が

希
望
に
満
ち
て
信
仰
を
新
た
に

し
、
満
足
そ
う
に
家
路
に
つ
き

ま
し
た
。

境
港
で
の｢

ロ
ザ
リ
オ
十
字
軍｣

イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
（
松
江
修
道
院
）

シ
ス
タ
ー  

カ
ル
メ
ン

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

し
た
。

　

な
お
、
本
教
区
連
絡
会
は
、

現
状
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
。
今
後
、
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
に
て
、
家
庭

に
対
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
信
仰
継
承
」
「
祈
り
」
「
高

齢
者
」
「
外
国
籍
の
家
族
」
な

ど
に
し
ぼ
り
提
案
す
る
と
の
こ

と
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
、
平
和
の

使
徒
推
進
本
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

Sr
カ
ル
メ
ン
を
囲
む
お
母
さ
ん
と

子
ど
も
た
ち
、
写
真
左
下
に
Sr
カ

ル
メ
ン

『
ユ
ス
ト
高
山
右
近

殉
教
四
百
年
記
念
ミ
サ
』

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会
は
、
ユ
ス
ト
高
山
右
近
の
殉

教
四
百
年
を
迎
え
て
、
命
日
の

二
月
三
日
に
、
記
念
ミ
サ
を
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

日
時
：
二
〇
一
五
年
二
月
三
日

（
火
）
十
三
時
半
～
十
六
時

会
場
：
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
大

ホ
ー
ル 

主
催
：
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教

協
議
会
・
列
聖
推
進
委
員

会 

共
催
：
大
阪
大
司
教
区 

来
賓
：
ル
イ
ス
・
ア
ン
ト
ニ

オ
・
タ
グ
レ
枢
機
卿
（
マ

ニ
ラ
）
他
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広
島
土
砂
災
害
支
援

原
田
豊
己
神
父

《
カ
リ
タ
ス
広
島
災
害
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
》

　

八
月
の
災
害
か
ら
四
カ
月
、

被
災
し
た
方
々
は
ど
の
よ
う
な

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
を
迎
え

ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は

す
べ
て
の
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
広
島

市
は
「
災
害
対
策
本
部
」
を
解

散
し
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば

「
区
役
所
を
中
心
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
し
た
い
」
と
の
市
長

の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
様

か
ら
頂
い
た
支
援
金
を
「
社

会
福
祉
法
人
や
ぎ　

八
木
園
」

と
「
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
な

み
」
の
再
建
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

一
九
八
五
年
に
開
所
し
た

「
八
木
園
」
は
、
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
障

害
者
就
労
支
援
施
設
と
し
て
安

佐
南
区
八
木
町
で
活
動
し
て
い

ま
し
た
が
、
八
月
の
豪
雨
災
害

で
全
壊
し
ま
し
た
。
現
在
は
県

所
有
の
元
職
員
寮
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
鉄
筋
三
階
建
て
の
た

め
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
た

な
設
置
、
建
物
の
改
造
、
送
迎

用
車
両
に
多
額
の
費
用
が
掛
か

り
ま
す
。

　

「
社
会
福
祉
法
人
あ
さ
み
な

み
」
は
、
一
九
八
四
年
か
ら
安

佐
南
区
祇
園
六
丁
目
で
活
動
を

開
始
し
、
地
域
で
の
障
害
者
生

活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
施
設
内
が
浸
水
し
、
施
設

内
の
設
備
、
物
品
が
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
建
物
は
補

修
で
対
応
し
ま
す
が
、
大
き
な

経
費
が
掛
か
り
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
三
月
末
ま
で
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
募
金
は
締
め

き
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

重
要
文
化
財

世
界
平
和
記
念
聖
堂

　

耐
震
補
強
案
を
検
討

　

重
要
文
化
財
・
世
界
平
和
記

念
聖
堂
の
耐
震
診
断
事
業
の
第

三
回
有
識
者
委
員
会
が
昨
年

十
二
月
十
九
日
（
金
）
に
開
か

れ
た
。
前
回
提
案
さ
れ
て
い
た

補
強
案
が
聖
堂
正
面
の
景
観
を

著
し
く
損
な
う
こ
と
か
ら
、
教

会
側
の
強
い
要
請
で
再
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
提
案
で
は
、
階
段
室
や

玄
関
脇
の
倉
庫
、
小
玄
関
に
鉄

骨
の
耐
震
壁
を
設
け
、
聖
堂
の

玄
関
付
近
の
強
度
不
足
を
補
う

案
と
な
り
、
外
観
に
影
響
が
な

広島司教区		堅信を受けられた方
（2014 年 10 月～ 2015 年 1月まで）

おめでとうございます！
◆三原教会　2014年11月23日

ヨセフ五島一雄
ローマのフランシスカ中本郁子
モンタルボ・コルドバ・ワラシエラ・メルセデス
フロレス・アシミネ・ノリカ・エレナ
シラネ・ビビアン・アリッサ
スギモト・グルゲル・エリキ・タダシ  
マリア・クララ柏原節子
ジュスティノ・カジタ・エステイアン・アケミ
ジュスティノ・カジタ・ジェニファ・ナツミ
シラネ・ビクトル・リュウ
ゴゼル・ベレス・リュウヘイ・エルベル
キスベ・ノバラ・ダイキ・ホセ
キスベ・ノバラ・マリア・イザベル
聖ヨゼフ貝塚海斗
ヒラタ・ペドロ・ヘンリケ・タダシ
ヒラタ・ジョアン・ビクトル・ツヨシ
脇圭志
アグネス山岡梨奈（2014年1月26日受堅）
ヨセフ・チークフリード桑原一哲

（2014年1月19日受堅）

い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地

震
で
大
き
く
揺
れ
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
る
鐘
塔
で
は
、
一
階
の

マ
リ
ア
小
聖
堂
の
壁
の
改
造
を

避
け
る
た
め
、
基
礎
か
ら
上
層

階
に
特
殊
な
鉄
筋
棒
で
引
っ
張

る
補
強
対
策
と
地
盤
改
良
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
。

　

次
回
委
員
会
は
三
月
初
旬
に

耐
震
補
強
案
の
文
化
財
と
し
て

の
影
響
評
価
と
概
算
費
用
の
検

討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
詳
細

は
保
存
活
用
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

司
教
座
聖
堂
で
あ
る
記
念
聖
堂

を
保
存
す
る
募
金
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
信
徒
の
皆
様
の
理
解

と
協
力
を
願
い
ま
す
。

世界平和記念聖堂募金 郵便振替口座
口 座 名 ：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791
＊通信欄に「聖堂保存献金」と記入してください。

耐
震
補
強
が
予
定
さ
れ
て
い
る

聖
堂
正
面
玄
関
右
手
の
扉
の
状

態
の
説
明
を
聞
く
有
識
者

災害直後の様子、甚大な被害を受けた八木園
＊写真は、八木園ブログより
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広
島
地
区

に
も
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
ぶ
れ
な
い
で
！

 　
「
被
爆
地
と
国
、
埋
ま
ら
ぬ
溝
」

と
い
う
表
現
が
紙
上
に
出
て
い
ま

し
た
（
朝
日
新
聞　

二
〇
一
四
年

十
二
月
二
十
日
）。十
二
月
ウ
ィ
ー

ン
で
の
「
非
人
道
性
」
国
際
会
議

で
日
本
政
府
の
佐
野
軍
縮
大
使
の

発
言
を
巡
っ
て
で
す
。
田
上
長
崎

市
長
は
核
兵
器
廃
絶
し
か
な
い
と

反
発
、
被
爆
者
諸
団
体
も
安
倍
首

相
・
岸
田
外
相
へ
抗
議
文
を
送
っ

て
い
ま
す
。
外
相
も
限
定
的
使
用

を
容
認
す
る
か
の
発
言
を
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
非
人
道
的
核
兵
器

の
廃
絶
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

広
島
教
区
は
そ
の
目
的
の
為
に
、

絶
え
ず
道
を
拓
き
先
駆
け
て
、
祈

り
歩
む
教
区
で
あ
る
と
誇
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

待
降
節
に
入
り
大
義
な
き
選
挙

と
言
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
、「
衣
の
下
に
鎧
」
的
争
点
隠

し
で
、
主
権
者
の
私
た
ち
を
愚
民

扱
い
に
す
る
か
の
解
散
選
挙
で
し

た
。
下
関
の
セ
ン
タ
ー
が
使
徒
職

を
生
き
る
下
関
市
は
長
門
市
を

加
え
、
選
挙
区
は
山
口
四
区
で

す
。
投
票
率
は
五
一
・
二
％
で

し
た
。
で
も
こ
の
低
投
票
率
に

は
有
権
者
の
様
々
な
意
見
の
現

れ
で
す
。
現
首
相
の
獲
得
票
数

は
減
っ
て
も
、
代
議
士
と
し
て

選
挙
区
へ
一
度
も
帰
ら
な
い
で

当
選
し
た
と
誇
る
か
の
メ
デ
ィ

ア
報
道
で
し
た
。
海
峡
か
ら
の

風
が
後
押
し
し
な
い
選
挙
結
果

で
す
。
し
か
し
、
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
政
治
的
生
活
へ
の
参
与
は
道

徳
的
義
務
で
す
。」（
福
音
の
喜

び
：230

）
と
の
指
針
に
も
従

い
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
動
向

に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
心
新

た
に
降
誕
節
を
生
き
て
、
新
年

か
ら
の
逆
風
（
原
発
再
稼
働
・

輸
出
、
防
衛
装
備
移
転
、
集
団

的
自
衛
権
、
特
別
秘
密
保
護
、

労
働
者
・
高
齢
化
社
会
の
抑
圧
、

格
差
の
増
加
、
憲
法
の
改
定
等

様
々
な
国
の
枠
組
み
や
生
活
の

深
部
の
崩
壊
、
国
際
的
緊
張
を

含
む
変
化
）
に
流
さ
れ
ず
に
対

話
・
連
帯
を
広
げ
、
福
音
的
に

ぶ
れ
な
い
祈
り
・
歩
み
方
を
し

た
い
で
す
。

（
林
尚　

志
）

地
区
便
り

35

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

岡
山
・
鳥
取
地
区

＊
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
高
校
生
来
日

　

昨
年
十
一
月
六
日
～
十
二

日
、
三
姉
妹
教
区
の
ひ
と
つ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
教

区
よ
り
、
マ
ウ
ン
ト
カ
ル
メ
ル

高
校
校
長
Sr
ハ
ー
シ
ー
と
ト
ロ

イ
君（
九
年
生
）ジ
ョ
ン
＝
マ
ー

ク
君
（
八
年
生
）
の
三
人
が
訪

問
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
三

人
は
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
三
教
会
を

は
じ
め
、
岡
山
教
会
、
さ
ら
に

清
心
学
園
中
学
校
な
ど
を
訪
れ

て
学
生
達
と
の
交
流
、
日
本
の

歴
史
、
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

滞
在
中
は
岡
山
教
会
他
、
信
者

さ
ん
の
お
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
ま
し
た
。

　

校
長
の
Sr
ハ
ー
シ
ー
は
「
日

本
に
来
日
し
た
学
生
は
全
員
で

十
二
人
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
は

日
本
訪
問
に
よ
っ
て
大
き
く
成

長
し
て
い
ま
す
。
人
生
の
目
標

や
、
将
来
の
仕
事
、
社
会
で
の

役
割
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
し

た
目
標
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
交
換
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
十
二
月
開
催
し
て
い
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の

収
益
で
彼
ら
に
航
空
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も

十
二
月
十
二
日
に
岡
山
市
の
ル

ネ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。

＊
水
島
教
会
献
堂
五
十
周
年

　

昨
年
十
月
二
十
六
日
、
司
教

座
空
位
の
た
め
、
教
区
管
理

者
・
肥
塚
神
父
様
の
主
司
式
に

て
、
歴
代
神
父
様
方
、
遠
方
よ

り
お
越
し
の
神
父
様
、
韓
国
か

ら
は
李
神
父
様
も
お
越
し
に
な

ら
れ
盛
大
に
献
堂
記
念
ミ
サ
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ミ
サ
後

に
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
も
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
お
料
理
に
囲

ま
れ
、
喜
び
と
感
謝
に
満
ち
た

パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

水
島
教
会
歴
代
担
当
司
祭
他
、

大
勢
の
司
祭
と
信
徒
ら

＊
広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
祈
念

祭
　

三
人
の
福
者
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
遠
山
甚
太
郎
、
マ
テ
ィ
ア
ス

庄
原
市
左
衛
門
、
ヨ
ア
キ
ム
九

郎
右
衛
門
の
殉
教
の
地
、
己
斐

の
殉
教
碑
前
で
祈
り
を
捧
げ
、

観
音
町
教
会
ま
で
十
五
分
ほ
ど

徒
歩
巡
礼
を
行
い
、
教
会
で
殉

教
祈
念
ミ
サ
、
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

日
時
：
二
月
十
一
日
（
水
・
祝
）

九
時
半
～

内
容
：
九
時
半
、
殉
教
碑
前

（
広
島
市
西
区
己
斐
東　

清

心
学
園
入
口
）
集
合
。
十

時
十
五
分
、
殉
教
祈
念
ミ

サ
（
司
式
・
ヴ
ィ
タ
リ
神

父
）。
十
一
時
十
五
分
、
講

話
（
講
師
・
ヴ
ィ
タ
リ
神
父
）

十
二
時
よ
り
茶
話
会
。

＊
「
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

」

　「
聖
地
パ
レ
ス
チ
ナ
は
今 

～ 

平
和
の
道
を
歩
む
た
め
に 

～
」

日
時
：
二
月
二
十
二
日
（
日
）

九
時
半
の
ミ
サ
～
十
三
時

半
頃
ま
で

講
師
：
モ
タ
ズ
・
サ
ブ
リ
さ
ん

（
パ
レ
ス
チ
ナ
出
身
。
広
島

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
）

場
所
：
世
界
平
和
記
念
聖
堂
、
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地
域
社
会
に
拓
か
れ
た
高
屋
幼
稚

園
は
、
そ
の
教
育
理
念
を
キ
リ
ス
ト

教
精
神
に
基
づ
き
、素
直
な
こ
こ
ろ
、

感
謝
の
こ
こ
ろ
を
育
む
こ
と
に
お
い

て
い
ま
す
。

　

本
園
は
、一
九
七
三
年
創
立
以
来
、

四
十
余
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
参
り
ま

し
た
。
創
立
当
初
か
ら
今
も
変
わ
る

こ
と
な
く
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

ば
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『「
は
い
」

と
い
う
素
直
な
こ
こ
ろ
、「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
感
謝
の
こ
こ
ろ
』
で

す
。
こ
の
こ
と
ば
を
園
の
こ
と
ば
と

し
て
大
切
に
し
、
日
々
の
保
育
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
園
は
、
日
々
、
子
ど
も
た
ち
と

寄
り
添
う
中
で
、
人
を
大
切
に
す
る

思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
、
ど
ん
な
時
に

も
感
謝
で
き
る
こ
こ
ろ
、
正
し
い
こ

と
（
善
い
こ
と
）
を
選
び
取
る
勇
気

を
育
む
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
ま

す
。
園
児
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
可
能
性
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
人
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
援
助

し
て
い
ま
す
。

　

本
園
に
お
け
る
課
内
活
動
で
は
宗

教
教
育
・
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
・

音
楽
教
育
・
英
語
教
育
等
、
課
内
で

の
保
育
に
も
特
色
を
生
か
し
、
組
み

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
の
自
立
を
促
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
、
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
学
年
四
ク
ラ
ス
、
そ
し

て
満
三
歳
児
ク
ラ
ス
を
合
わ
せ
て

十
三
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
通
園

し
て
い
ま
す
。
園
児
た
ち
は
、
広
い

園
庭
で
学
年
、
ク
ラ
ス
を
超
え
て
元

気
一
杯
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
縦

割
り
自
由
遊
び
で
も
、
学
年
、
ク
ラ

ス
に
関
わ
ら
ず
楽
し
く
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
ペ
ル
で
の
お

祈
り
等
も
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
で

す
。

　

園
児
た
ち
は
互
い
に
認
め
受
け
入

れ
あ
い
、
友
を
大
切
に
で
き
る
優
し

い
心
、
分
か
ち
合
う
心
を
モ
ッ
ト
ー

に
自
然
豊
か
な
環
境
で
学
び
「
静
」

と
「
動
」、
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
持
ち
つ
つ
逞

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
ま

す
。

高
屋
幼
稚
園

学
校
法
人
ナ
ミ
ュ
ー
ル
・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
園

24

広
島
教
区
の
施
設

山
口
・
島
根
地
区

イベントに合わせてライ
トアップされたサビエル
記念聖堂（カトリック山
口教会）

広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル

＊2.11

「
建
国
記
念
の
日
」

を
問
う
広
島
集
会

　『
次
世
代
へ
、
平
和
憲
法
を

未
来
に
た
く
す
た
め
に
』

日
時
：
二
月
十
一
日
（
水
・
祝
）

十
四
時
～
十
六
時

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
：
足
立
修
一
さ
ん
（
弁
護

士
）

参
加
費
：
五
百
円
（
資
料
代
）

＊
「
津
和
野
殉
教
者
の
列
聖
を

め
ざ
し
て
～
日
本
信
徒
発
見

百
五
十
周
年
～
」
長
崎
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
参
加
と
上
五
島
巡
礼

期
間
：
三
月
八
日
（
日
）
～
三

月
十
一
日
（
水
）

同
行
司
祭
：
肥
塚
侾
司
神
父

定
員
：
二
十
五
人

問
合
せ
先
：
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島

司
教
館

電
話
：082-221-6017

＊
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

　

一
月
十
一
日
（
日
）
に
地
区

事
務
局
に
て
開
催
。
来
年
度
の

行
事
や
予
算
、
山
口
島
根
地
区

セ
ン
タ
ー
正
式
始
動
に
あ
た
っ

て
の
準
備
等
を
行
っ
た
。

＊
信
徒
使
徒
職
協
議
会
定
例
会

　

一
月
十
八
日
（
日
）
、
山
口

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
て
。

教
区
・
地
区
宣
司
評
の
報
告
や

新
年
度
か
ら
の
組
織
に
つ
い

て
。

＊
地
区
養
成
研
修

「
教
会
の
門
を
た
た
く
人
と
共

に
歩
む
」
奉
仕
者
養
成
コ
ー
ス

は
、
一
月
十
日
（
土
）
と
二
月

七
日
（
土
）
で
全
⑮
コ
ー
ス
完

了
。

　

次
年
度
に
向
け
て
…
清
水
神

父
は
勉
強
会
用
冊
子
作
り
を
検

討
中
。

　

三
月
十
日
（
火
）
、
信
者
養

成
委
員
会
を
開
き
、
次
年
度
の

計
画
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に

準
備
を
進
め
る
。

＊
財
務
・
会
計
担
当
者

会
議

　

二
月
一
日
（
日
）、

山
口
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
に
て
。
新
年
度
か

ら
の
新
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
。

＊
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
山
口
か
ら

　

昨
年
も
「
十
二
月
山

口
市
は
ク
リ
ス
マ
ス
市

に
な
る
」
と
言
う
山
口

商
工
会
議
所
の
企
画
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
十
二
月
一
日

（
月
）
に
サ
ビ
エ
ル
記

念
聖
堂
内
に
お
い
て
、

「
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
山
口
か
ら
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
た
。

　

山
口
か
ら
多
く
の
人

に
キ
リ
ス
ト
生
誕
の
意

味
、
平
和
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
い
き
ま
す
よ
う

に
。

クリスマスを祝う園児たち
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司
祭
は
、
流
れ
者

岩
国
教
会　

中
村 

健
三 
神
父

〈83〉

に
山
谷
川
の
姿
か
た
ち
や
季
節
ご
と

の
風
景
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

る
。
生
ま
れ
育
っ
た
幼
少
年
期
の
ふ

る
さ
と
は
一
つ
だ
け
に
し
て
も
、
転

戦
し
て
巡
り
あ
っ
た
各
地
の
教
会

は
、
自
分
に
と
っ
て
い
ず
れ
も
大
切

で
、
暖
か
い
思
い
出
で
結
ば
れ
た
有

難
い
宝
物
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
司
祭
は
数
多
く
の
故
郷
を
戴
い

て
い
る
。

　

昨
年
六
月
に
め
で
た
く
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
を
は
た
し
、
第
八
番

目
に
な
る
岩
国
教
会
で
既
に
三
年
が

過
ぎ
た
。
生
老
病
死
は
ま
さ
に
人
の

道
で
あ
り
、
誰
も
免
れ
難
い
定
め
で

は
あ
る
が
そ
れ
な
ら
ば
こ
そ
、
万
人

を
一
つ
に
結
び
合
わ
せ
る
連
帯
の
基

い
で
あ
り
、
同
じ
共
通
の
土
俵
で
も

に
五
ヶ
月
の
任
期
で
ま
た
異
動
、

あ
ら
た
な
引
越
し
の
大
仕
事
に
煩

わ
さ
れ
た
。
司
祭
と
し
て
の
働
き

そ
の
も
の
に
大
き
な
違
い
が
あ
る

の
で
は
な
い
が
、
各
地
の
教
会
事

情
は
大
き
く
異
な
り
、
そ
こ
に
生

き
働
き
祈
る
キ
リ
ス
ト
者
の
実
像

も
か
な
り
異
な
る
。
し
か
し
引
越

し
の
苦
労
を
差
し
引
く
な
ら
ば
、

そ
の
地
に
過
ご
し
た
日
々
は
長
短

に
か
か
わ
ら
ず
実
に
貴
重
で
、
あ

の
人
こ
の
人
の
顔
つ
き
や
話
し
ぶ

り
が
直
ぐ
に
目
に
浮
か
び
、
さ
ら

　

五
十
七
歳
に
な
っ
て
か
ら
教

会
の
司
牧
活
動
に
転
戦
し
、
早

く
も
十
七
年
余
り
に
な
っ
た
。

今
ま
で
経
巡
っ
た
教
会
を
順
に

あ
げ
る
と
、
ま
ず
細
江
、
次
に

長
府
、
次
い
で
益
田
、
山
口
、

長
府
、
徳
山
・
下
松
、
岩
国
と

な
る
。
細
江
と
山
口
は
わ
ず
か

青
少
年
の
活
動

あ
る
。
少
子
高
齢
化
の
現
実
は
教
会

の
内
に
も
外
に
も
重
く
色
濃
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ピ
ン
チ

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
受
け
止
め
た
い
。
キ
リ
ス
ト
者
で

あ
る
こ
と
が
特
権
で
も
優
越
で
も
な

く
、
生
身
の
人
そ
れ
も
現
代
社
会
の

真
っ
只
中
で
も
が
く
生
活
者
と
い
う

原
点
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、
と
も
に

悩
み
な
が
ら
も
助
け
あ
い
、
と
も
に

迷
い
な
が
ら
も
支
え
あ
い
、
と
も
に

倒
れ
な
が
ら
も
励
ま
し
あ
う
、
新
た

な
関
わ
り
の
道
が
必
ず
拓
け
る
の
で

は
な
い
か
。
あ
れ
も
駄
目
こ
れ
も
駄

目
、
な
に
も
か
に
も
無
駄
と
諦
め
る

こ
と
こ
そ
、
神
の
救
い
の
恵
み
を
無

に
す
る
何
よ
り
も
恐
ろ
し
い
認
知
症

か
も
し
れ
な
い
。
合
掌

　

今
年
も
、
十
一
月
三
日
に
芦

田
川
の
河
川
敷
で
、
「
第
四
回

万
葉
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
田
万

葉
大
司
教
様
は
、
広
島
の
司
教

様
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
名
前
を
ま
だ
使
っ
て
も
良

い
と
快
く
お
許
し
く
だ
さ
り
、

さ
ら
に
、
景
品
代
ま
で
出
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
は
「
広

島
青
年
連
合
」
「
三
原
」
「
水

島
」
「
福
山
」
「
司
祭
団
」

「
三
篠
」
の
六
チ
ー
ム
で
、
応

援
の
方
も
含
め
百
三
十
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ミ
サ
の
後
に
教

会
で
練
習
し
て
い
た
と
い
う

チ
ー
ム
や
、
広
島
か
ら
大
型
バ

ス
を
貸
し
切
っ
て
来
た
チ
ー
ム

も
あ
り
、
ど
の
チ
ー
ム
も
気
合

が
十
分
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
神
父
様
が
、
セ
ン
タ
ー

の
頭
上
を
は
る
か
に
超
え
る

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
り
、
少

し
お
歳
を
召
さ
れ
た
女
性
が
守

備
で
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
を
し
た
り

し
て
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
決
勝
戦
は
、
三
篠
教
会
と

司
祭
団
と
の
試
合
に
な
り
ま
し

た
。
両
者
と
も
強
打
者
ぞ
ろ
い

だ
っ
た
の
で
す
が
、
若
さ
で
上

回
っ
た
三
篠
教
会
に
万
葉
杯
が

渡
り
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
通
し

て
、
教
会
の
中
で
の
つ
な
が
り

も
深
ま
り
、
ま
た
、
教
会
に
関

係
の
な
い
人
と
も
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
と
て

も
貴
重
な
大
会
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
来
年
度
、
多
く
の
教

会
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま

す
。（

福
山
教
会　

伊
藤  

光
子
）
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【問合せ先】大西助祭(08065796075)

◆
中
ブ
ロ
担
当
者
か
ら
◆

人
を
集
め
て
い
ま
す
！

今
年
の
中
ブ
ロ
は
、
な
る
べ
く

沢
山
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
会
に
な
か
な
か
行
け
な
い

子
、
学
校
に
な
じ
め
な
い
子
、

進
路
に
迷
っ
て
い
る
子
。

ど
ん
な
子
で
も
大
歓
迎
！
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
心
を
込
め
て
準

備
中
！

か
け
が
え
の
な
い
出
会
い
、
思

い
出
に
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
！

大
人
の
皆
さ
ま
、
ど
う
か
お
近

く
の
若
者
に
申
込
み
用
紙
を
渡

し
、
参
加
す
る
よ
う
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

あ
と
は
、
神
様
に
お
ま
か
せ
で

す
。

　

司
教
座
空
位
の
ま
ま
新
年
を

迎
え
た
。
今
年
は
、
被
爆
七
十

周
年
と
な
る
大
事
な
年
、
八
月

ま
で
に
は
・
・
・
と
願
う
。

信徒だけでなく多くの司祭も参加


